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研究成果の概要（和文）：本研究は、九州大学・山口大学・広島大学における多文化・学際的協働教育（MI協働
教育）の事例研究を通じて、教育実践に内在する暗黙知の可視化と教育効果を高めるモデルおよび評価指標の構
築を試みた。質的・量的分析により、学生の問題解決能力や創造性への効果を検証し、教育現場における学際的
アプローチの有効性と課題を明らかにした。
また、研究成果は国際公開研究会で広く共有され、理論と実践の両面から今後の学際教育の改善に資する提言を
行った。今後は成果を国内外に発信し、高等教育における学際教育の質的向上に寄与していく予定である。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to visualize the tacit knowledge embedded in educational 
practices and to develop models and evaluation indicators to enhance the effectiveness of 
multicultural and interdisciplinary collaborative education (MI Collaborative Education) through 
case studies conducted at Kyushu University, Yamaguchi University, and Hiroshima University. Through
 both qualitative and quantitative analyses, the research examined the impact of MI Collaborative 
Education on students' problem-solving abilities and creativity, and clarified the effectiveness and
 challenges of interdisciplinary approaches in educational settings.
The research outcomes were shared widely at an international public symposium, contributing 
theoretical and practical insights to the improvement of interdisciplinary education. Moving 
forward, these findings will be disseminated both domestically and internationally to promote the 
advancement of interdisciplinary education in higher education.

研究分野：高等教育
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、学際的かつ多文化的な教育実践に内在する暗黙知を可視化し、知識共創のプロセスを理論化すること
で、学際教育の教育効果を高めるモデルと評価指標の開発に貢献した点で学術的意義がある。
また、教育現場における実践的知見を抽出・共有することで、異分野・異文化協働を促進し、多文化共生社会に
おいて課題解決に取り組む人材育成に寄与する点で社会的意義がある。さらに、公開研究会を通じて高等教育機
関における政策提言の基盤を整え、大学教育の質的向上にも資する。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
近年、日本の高等教育においては、急速に進展するグローバル化や複雑化する社会課

題への対応として、文理融合・学際教育の重要性が強調されている。特に文部科学省や

科学技術振興機構（JST）による「人文・社会系と STEMの連携」、および「大学におけ

る教育イノベーションの推進」は、専門分野を越えた協働的学びの必要性を明示してい

る。本研究は、このような政策的背景を受けて、特に多文化的背景を有する学習者が協

働的に知識創造を行う教育実践＝MI（Multicultural & Interdisciplinary）協働教育を対象

とし、その教育方法の理論化・体系化を試みるものである。 

また、大学教育においては従来の専門単位の積み重ねに加えて、分野横断的に問題を

捉える能力が求められており、教育現場では教員自身がそのような課題意識を持ち、学

内外で新たな教育モデルを構築する動きが広がっている。MI 協働教育はその最前線で

ありながら、理論的枠組みや評価方法が不足しており、実践知の体系化が急務であった。 

 
２．研究の目的 
本研究の目的は、多文化的・学際的な教育現場で実施されている PBL（問題解決型学

習）や TBL（チーム基盤型学習）等に内在する、教員の経験知・直感的判断・即興的対

応といった暗黙知を、質的調査と知識科学的分析により言語化・構造化し、再現可能な

教育方法論として確立することである。特に「知識共創 ASCI モデル」（「言語化 

(Articulation)→共同化 (Socialization)→統合化 (Consolidation)→内面化 (Internalization)」

のスパイラル）および学際的チーム科学（SciTS）の知見を活用し、教育理論と実践の

橋渡しを行う。 

さらに本研究では、異分野・多文化背景の教員間で共通の教育理念や方法論を共有す

るための、コミュニケーション・モデル構築も副次的な目的として含まれている。この

ことにより、教育現場における理論と実践の乖離を埋め、より安定的な学際教育体制の

確立を目指している。 
 
３．研究の方法 
本研究は、以下の 5段階のプロセスで構成された：（1）九州大学、山口大学、広島大

学におけるMI協働教育実践に関する教員および学部長へのインタビュー調査、および

学生へのインタビュー、（2）学生による学びの成果物の収集と分析、（3）共同研究者に

よる実践報告会を通じた知見の共有、（4）質的データ分析ツールMAXQDAを用いた発

話内容の分析、（5）最終年度に実施した公開研究会における社会的検証である。 

研究チームは、教育実践担当（九州大学、山口大学、広島大学）、理論モデル開発（九

州大学）、データ分析支援（広島大学）、地域協働支援（山口大学）と役割分担され、異

分野・異機関間の学際的な連携が実現された。 

特にインタビュー調査では、教員の教育観や学際性に対する理解の相違に焦点をあて、

教育方針の多様性と共通点を丁寧に抽出した。さらに、学生の視点を加えることで、MI

協働教育の実態を多面的に把握した。収集されたインタビューデータは、「学際性の理

解」「教育方法の工夫」「学生評価」「教員間連携」の 4 つのカテゴリに分類し、大学間

の傾向を比較検討した。 



 

４．研究成果 

本研究の主な成果は以下の通りである： 

① 九州大学においては、SALC（留学生と日本人学生の交流施設）を事例に、学生の国

際協働行動に影響を与える要因（英語不安、自己効力感）を測定し、共創プロジェクト

授業の中でその結果を活用するフィードバックループを構築した。さらに、李（2024）

は、同学部の教員 9名と学部長に対して行ったインタビュー調査を通じて、教員の学際

教育に対する認識の多様性とその実践方略を明らかにしている。特に、「学生を複数分

野の準専門家として育成すること」「専門の基盤を持ちつつ他分野へ越境する姿勢」「異

分野間の対話を促す教育方法」などが、共創学部における学際教育の遂行条件として浮

かび上がった。これらの知見は、MI 協働教育において知識の統合を促進するカリキュ

ラム設計や、教育者の意識変容を支える理論的枠組みの構築に貢献している。 

② 山口大学においては、医学教育と人文社会教育を結ぶ PBL実践を通じて、多文化医

療チームに必要な「文化的リテラシー教育」実践を提示した。 

③ 広島大学では、教員の学際性理解と授業実践における差異を質的に可視化し、教育

改革に向けた課題と方向性（学生主導プロジェクト支援、評価スキルの明確化）を提示

した。 

④ 2025年 2月 15日に開催した公開研究会（文末付録１を参照）には、3大学の教育実

践者および行政・地域団体関係者が参加し、暗黙知の明示化、教育効果の評価指標化、

MI協働教育の社会的意義について議論した。特に、ASCIモデルに基づく教育方法案が

高く評価された。 

⑤ 本研究の成果は、日本教育工学会・高等教育学会にて口頭発表され、国内外の学会

誌投稿論文として整理中である。今後は、理論モデルと実践手法を統合したガイドブッ

ク化を目指し、教員 FD・教育現場への応用展開が期待される。 

⑥ 研究過程において、大学間の学び合いが促進され、FD活動や授業設計において相互

参照が行われるなど、研究成果が教育実践に還元される好循環が生まれている。 

⑦ 教育効果の可視化に向けては、学生の自己成長指標（リフレクションシート、ピア

レビュー、ルーブリック）を組み合わせた複合的な評価モデルを提案しており、これら

は今後の他大学展開においても汎用性が高いと評価されている。 

⑧ 学生のリフレクション分析では、「他者との対話を通じて自らの問いの曖昧さに気づ

いた」「専門外の視点に触れたことで問題設定の多層性を認識した」など、学際教育を

通じた自己変容のプロセスが多く確認された。これらの記述は、「学びの深まり」「内省

の質」「協働への主体的関与」などの指標に関連づけられ、教育効果の質的証拠として

活用された。 

⑨ また、本研究により、DP（ディグリープロジェクト）を中心としたカリキュラム再

設計にも波及が見られた。特に、学際探究を円滑に始動させるための前段階支援（リサ

ーチ・クエスチョン設定支援、メタ認知的問いかけの導入など）が重要であるとの示唆

が得られた。これを受けて、1〜2年次における探究的学習の位置づけが再定義され、学

生の主体的な問題発見と文理横断的探究の接続が強化された。 

⑩ さらに、2023年度より共創学部では、オーストラリア、イギリス、韓国、台湾の協

定校と連携し、COOL（Collaborative Online and Onsite Learning）プログラムを展開して

いる。これは、これまでのMI協働教育で蓄積された知見を基盤に、国際的な学習環境



に応用した教育モデルであり、国際 PBLの要素を包含しつつ、異文化間の共創的学び

を設計している点に特徴がある。今後は、従来のMI協働教育との比較分析や、学習成

果の国際的比較を通じて、教育モデルの洗練と国際的汎用性の検証を進める予定である。 
 
付録 1   
科研費公開研究会プログラム（2025年 2月 16日開催） 
テーマ：「多文化・学際的協働教育の理論と実践―暗黙知の明示化と教育効果の最大化
―」 
主催：科研費 20K02970研究チーム 
後援：九州大学共創教育推進センター・共創学部（開催責任者：李暁燕） 
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